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三重県流域下水道事業経営戦略改定の素案

②改定について

令和元年度に策定した三重県流域下水道事業経営戦略（以下「経営戦略」という）が、５年を経過するにあたり

これまでの取組の進捗状況を評価し、それに合わせ、県下水道事業を取り巻く社会情勢の変化をふまえた取組

等の見直しを行い、効率性のある計画であり続けるよう、経営戦略の改定を行うものです。

①これまでの経緯

令和６年６月 防災県土整備企業常任委員会にて、経営戦略改定方針を報告

R6年
度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 １１月 12月 1月 ２月 ３月

常任
委員会

本計画

（6/21）改定方針報告 本日 素案報告 最終案報告

素案作成 最終案作成 改定改定方針の検討

関連市町意見照会

（２）県下水道事業を取り巻く社会情勢の変化と課題

・災害発生リスクの高まり →(a) 災害発生時でも下水処理機能確保が

必要

･地球温暖化の進行 →(b) 脱炭素社会の構築が必要

・職員数の減少 →(c) 運営体制の脆弱化などが懸念

・食料安定供給の懸念 →(d) 下水汚泥の有効活用が必要

・人口減少、関連市町の →(e) 生活排水処理の持続性確保が必要

施設老朽化

（１）令和５年度末実績と令和6年度進捗状況

パブリックコメント

成果指標
進捗状況

R5実績/R5進捗目標 Ｒ5結果 R6見込/R6進捗目標 Ｒ６見込

目標放流水質の適合率（％） 100/100 達成 100/100 順調

幹線管渠の延伸距離（累計）ｋｍ 4.0/4.5 未達 5.4/4.5 達成

処理場増設の進捗率（％） 21.7/47.8 未達 56.7/56.1 達成

設備の更新率（％） 16.1/20.4 未達※ 24.7/29.8 未達※

経常収支比率（％） 101.2/100以上 達成 算定中/100以上 ー

企業債残高対事業規模比率（％） 210.7/224.4 達成 算定中/215.1 ー

※機能停止した下水処理場はなし
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①計画期間

令和7年度～令和１６年度までの１０年間（現戦略の完了期間である令和１１年度から５年間延長）

②経営理念（現戦略と同じ）

公共性と経済性を両立させたうえで、公共用水域の水質を保全するためのサービスを将来にわたり提供す

ることで、県民の皆様が安全・安心で豊かな生活を営むための環境保全に貢献します。

③経営目標

３つの経営目標を柱とし、主に１１の取組を展開していきます。

経営目標 現行の取組(7取組） 課題（ ）/見直し 改定後の取組（11取組）

１ 公共用水域の水質保全
高度処理の実施 継続 （１）高度処理の実施

栄養塩類管理運転の実施 継続 （２）栄養塩類管理運転の実施

２ 下水道施設の整備

未普及対策 継続 （１）未普及対策

老朽化対策 継続 （２）老朽化対策

地震・津波対策
災害(a)/強化 （３）地震対策

災害(a)/強化 （４）施設浸水（津波・洪水）対策

ー 脱炭素(b)/新規 （５）地球温暖化対策

３ 健全な事業運営の持続

効率的な維持管理運営 運営(c)/強化 （１）効率的な維持管理運営（ウォーターＰＰＰ等）

下水道資源の有効活用 汚泥利用(d)/強化 （２）下水道資源の有効活用（下水汚泥の肥料利用）

ー 持続性（e)/新規 （３）広域化・共同化の推進

ー 運営(c)/新規 （４）下水道ＤＸの推進

※「課題（ ）/見直し」中の（ ）は、Ｐ１の「（２）県下水道事業を取り巻く社会情勢の変化と課題」の課題に対応
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経営目標１ 公共用水域の水質保全

（１）高度処理の実施

閉鎖性水域である伊勢湾の水質を保全するため、すべての流域下水処理場では栄養塩
類の削減を目的とした高度処理を採用しています。今後も、赤潮等の原因となる栄養塩類
の適切な削減に努めていきます。
【主な取組】

目標放流水質の確保に努めます。

下水処理場での水質検査
※高度処理とは、標準的な処理法よりも、有機物や浮遊物質、栄養塩類を取り除いてきれいに処理する方法

（２）栄養塩類管理運転の実施

黒ノリの色落ち対策として、冬季に海域で不足する栄養塩類を供給するため、水質基準
の範囲内で放流水の栄養塩類の削減を抑制する運転の試行に取り組み、ひいては豊かな
伊勢湾の再生につなげていきます。
【主な取組】

全ての流域下水処理場で栄養塩類管理運転を試行します。
正常な黒ノリ 色落ちした黒ノリ※試行とは、数ヶ年にわたって試行錯誤しながら安定的に運転し、より効率的な運転を目指している段階
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（１）未普及対策
関連市町の公共下水道整備の進捗に合わせ、処理場施設の増設、幹線管渠の延伸
を計画的に進め、下水道普及のニーズに応えることを目指します。
【主な取組】
処理場施設の増設を進め、内宮・明和幹線管渠の延伸完了を目指します。

内宮幹線管渠延伸工事

（２）老朽化対策
ストックマネジメント計画に基づき計画的、効率的に老朽化対策を進め、施設の健全
度１の発生を防止し、下水道サービスの安定した提供を目指します。
【主な取組】
ストックマネジメント計画に基づく改築を着実に進めます。

下水処理設備の点検状況

（３）地震対策
能登半島地震では、耐震化未実施の下水道の基幹施設に被害が生じたことで復旧
が長期化し、市民生活に影響がありました。
それを踏まえ、南海トラフ地震等の大規模地震発生に備え、下水道システムの機能
停止リスクの解消に取り組み、災害に強い下水道の構築を目指します。
【主な取組】
下水道機能を確保するため、幹線管路、ポンプ場、処理場の地震対策を推進します。

※地震対策については、耐震化に加え、減災と組み合わせて下水道システムの機能確保を図ります。

【継続】

【継続】

【強化】

※ストックマネジメント計画とは、施設全体の点検・調査の方針及び点検・調査結果に基づく施設の改築
等に関する対策内容や対策時期等を定めたもの

※健全度１とは、機能停止状態であり、ただちに設備更新が必要なことを示す

経営目標２ 下水道施設の整備

能登半島地震下水道施設被災状況



南海トラフ地震等による津波の発生や気候変動の影響による水災害の頻発化・激甚化
が想定されることから、浸水被害リスクが高まっています。
そのため津波や洪水の発生に備え、施設の浸水対策に取り組み、災害に強い下水道の
構築を目指します。
【主な取組】
津波、洪水等の浸水被害に備えたポンプ場、下水処理場の耐水化を進めます。
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（５）地球温暖化対策
脱炭素社会の実現に向けて、「三重県流域下水道地球温暖化対策計画」に基づき、目標
年度の令和１２年度において基準年度(平成25年度)比で36％の温室効果ガス排出量
の削減を目指します。
【主な取組】
施設更新にあわせた省エネ機器の導入、太陽光発電設備の設置を進めます。

経営目標３ 健全な事業運営の持続

（１）効率的な維持管理運営
将来にわたり安定した下水処理を行うには、ライフサイクルコストが最小となる維持管理
が必要であるため、経営成績や財務状況を的確に把握し、経営基盤の強化に努めます。また
国が新たに示す官民連携方式のウォーターＰＰＰでは、下水道施設の維持管理と更新を一体
として業務範囲にするよう求められていることから、管渠の更新時期の到来をふまえ地元
企業の協力が得られるような仕組みなどを総合的に検討し、導入していきます。
【主な取組】
建設・維持管理コストの縮減、長期債務残高の適正な管理に努め、ウォーターＰＰＰを導入します。

【強化】

【新規】

（４）施設浸水対策 【強化】

太陽光発電設置（イメージ）

（国土交通省説明会資料より引用）

経営目標２ 下水道施設の整備

三渡川ポンプ場の防潮壁
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経営目標３ 健全な事業運営の持続

（４）下水道ＤＸの推進
職員数減少に伴う運営体制の脆弱化や技術継承が進まないことが懸念されるため、業務の
効率化や技術の見える化など、ＤＸの活用を進めます。
【主な取組】
下水道台帳の電子化を進め、ＡＩによる運転操作導入を検討します。
推進工事などの下水道工事の動画を録画し、アーカイブします。 （国土交通省ＨＰより引用）

【新規】

（３）広域化・共同化の推進

関連市町の施設老朽化、人口減少及び職員減少等に伴う課題に対して、施設の統廃合によ
る施設規模の適正化等の取組を支援するとともに、流入水量の増加に伴い流域下水道の経
営の持続可能性確保に努めます。
【主な取組】
農業集落排水処理施設などを流域下水道への統合を進めます。

（国土交通省ＨＰより引用）

【新規】

（２）下水道資源の有効活用
資源循環型社会の構築のため、下水汚泥をセメント原料として有効活用に努めるとともに、
国が求める下水汚泥の肥料化について、肥料利用の適性や地域の肥料需要等を考慮し、可能
性を検討します。
【主な取組】
下水汚泥の肥料利用の可能性を検討します。

（高島浄化センター（滋賀県）コンポスト化施設）

【強化】
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④成果指標

経営目標

成果指標【現行】（６つ）

見直し

成果指標【見直し後】（９つ）
備考（補足）

指標
Ｒ6

実績値（見込）
R11
目標値

指標
Ｒ１６
目標値

１ 公共用水域の水質保全 目標放流水質の適合率（％） １００ 100 継続 同左 100
良好な放流水質を維持する必
要があることから引き続き設
定

２ 下水道施設の整備

幹線管渠の延伸距離（ｋｍ） 5.4 7.6 継続 同左
2.2
（Ｒ8）

Ｒ１６の目標値達成で幹線管渠
は概成

処理場増設の進捗率（％）
（ ）対象施設数

56.7
（89/157）

100
（157/157）

継続 同左
（ ）対象施設数

100
（算定中/算定中）

R16の流入予定水量に基づい
た処理場の必要施設数
※最終案で報告

設備の更新率（％）
※老朽化対策、地震・津波対策に関
する指標

24.7 100 分割

＜老朽化対策＞
健全度１※1の施設数

0
期間中に施設健全度１を発生
なし

＜地震対策＞
急所となる施設※２の地震対策の進捗
率（％）
（ ）対象箇所数

１００
（14/14）

対象箇所数内訳
幹線管路7管路
（香良洲幹線等 18.2/26６.8km)
ポンプ場２箇所（香良洲、三渡川）
処理場の施設５箇所
（北部1、南部3、雲出川左岸1）

＜津波・洪水対策＞
施設※３浸水対策の進捗率（％）
（ ）対象箇所数

100
（8/8）

対象箇所数内訳
ポンプ場3箇所（川口、井生、山添）
下水処理場の施設５箇所
（志登茂川1、松阪2、宮川2）

ー ー ー 追加
＜地球温暖化対策＞
ＣＯ２排出量削減率（％）
(2013年度比)

36
(R12)

三重県流域下水道地球温暖化
対策計画で定めた削減率と目
標年度（暫定）

３ 健全な事業運営の持続

経常収支比率（％）
１01.2
（R5実績）

100以上 継続 同左 100以上
経営の健全性・効率性を示す指
標で、単年度収支で黒字を設定

企業債残高対事業規模比率
（％）

210.7
（R5実績）

190.7 継続 同左 ２００程度
施設整備の財源である企業債
残高の規模を示す指標
※最終案で報告

※１ 健全度１とは、機能停止状態であり、ただちに設備更新が必要なことを示します。

※２ 対象は、 機能が失われると広範囲かつ長期的に影響が及ぶ下水道システムの急所となる幹線管路、ポンプ場（揚水機能）及び処理場（揚水機能、沈殿機能、消毒機能）とします。

※３ 対象は、ポンプ場及び処理場（安全衛生機能・避難機能、揚水機能、消毒機能）とします。

３つの経営目標を達成するため、以下の９つの成果指標を設定します。



ポンプ場 処理場
R16年度末
100%

R16年度末
100%
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流域下水道の浸水予測対象施設（令和6年度末見込み）【対策必要箇所：ポンプ場3+処理場5＝8箇所】

<地震対策>

<津波・洪水対策>

R16年度末
100%

R16年度末
100%

R16年度末
100%

幹線管路
ポンプ場 処理場

急所となる流域下水道施設の耐震化率（令和6年度末見込み）【対策必要箇所：幹線管路７＋ポンプ場2+処理場5=14箇所】

■浸水なし（対策済含む）

■浸水予測あり

■耐震化対策済

■未対策R6年度末
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⑤投資・財政計画

⑥進行管理

経営戦略の着実な推進のため、経営目標ごとに設定した成果指標による進捗管理を行うとともに、おおよそ

5年ごとに内容を見直すこととします。

地震対策や浸水対策、管渠延伸に必要な事業費及びストックマネジメント計画（現在策定中）に基づき平準化を図った
施設の改築・更新事業費等を設定するとともに、物価変動等を反映した維持管理費を設定します。

（２）投資財政計画（令和7年度当初予算を含め策定中）

（１）流入予定水量

年度 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

流入水量
（万m3）

8,413 8,680 8,753 8,828 8,860 8,898 8,915 8,926 8,933 8,927 

今後、１０年間の流入水量は以下のとおり微増になると予測しています。

流入水量の実績と予測
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いなべ市

東員町

木曽岬町

朝日町

川越町

菰野町

四日市市

鈴鹿市亀山市

津市

名張市

伊賀市

松阪市
明和町

大台町

大紀町

多気町 玉城町
伊勢市

度会町

南伊勢町

志摩市

鳥羽市

紀北町

尾鷲市

熊野市

御浜町

紀宝町

桑名市
北勢沿岸流域下水道

（北部処理区）

〔事業着手〕　昭和５１年度

〔供用開始〕　昭和６２年度

北勢沿岸流域下水道
（南部処理区）

〔事業着手〕　昭和６２年度

〔供用開始〕　平成　７年度

中勢沿岸流域下水道
（志登茂川処理区）

〔事業着手〕　平成　９年度

〔供用開始〕　平成３０年度

中勢沿岸流域下水道

（雲出川左岸処理区）

〔事業着手〕　昭和５６年度

〔供用開始〕　平成　５年度

中勢沿岸流域下水道
（松阪処理区）

〔事業着手〕　平成　２年度

〔供用開始〕　平成１０年度

宮川流域下水道

（宮川処理区）

〔事業着手〕　平成１０年度

〔供用開始〕　平成１８年度

北部浄化センター

南部浄化センター

志登茂川浄化センター

雲出川左岸浄化センター

松阪浄化センター

宮川浄化センター

令和６年３月３１日現在

全体計画 整備能力 全体延長 供用済延長

北部 昭和62 189.0 149.5 95.5 95.5
四日市市、桑名市、いなべ市、
東員町、菰野町、朝日町、
川越町

南部 平成７ 102.2 64.6 39.4 39.4 四日市市、鈴鹿市、亀山市

志登茂川 平成30 35.5 11.3 27.9 27.9 津市

雲出川左岸 平成５ 53.2 40.2 12.2 12.2 津市

松阪 平成10 75.6 47.5 53.7 53.1 津市、松阪市、多気町

宮川 宮川 平成18 53.7 26.8 39.1 35.1 伊勢市、明和町、玉城町

計 509.2 339.9 267.8 263.2

※放流渠延長を除く

北勢沿岸

中勢沿岸

処理能力

(千ｍ
3
／日最大)

管渠延長(km)
処理区域

流域
下水道名

処理区名
供用
開始
年度

流域下水道の整備状況 
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内宮幹線管渠延伸工事 

志登茂川浄化センター 
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【施設の健全度】 

健全度 施設の状態 

５ 問題なし 

４ 
劣化の度合・範囲が小 
（劣化の兆候はあるが、機能上の問題はない） 

３ 
劣化の度合・範囲が中程度 
（劣化進行しているが、設備機能は確保可） 

２ 

劣化の度合・範囲が大きい 
（劣化が進行し、設備機能の発揮が困難な状
態またはいつ機能が停止してもおかしくない状態
で、修繕では回復困難） 

１ 著しく劣化しており、機能停止 
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約 42% 約 44% 
約 69% 

約 45% 

約 78% 

約 26% 

約 58% 

100% 

約 81% 約 90% 約 56% 

約 2% 

三重県内の
耐震化率 
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管理・更新一体マネジメント方式 

[レベル３．５] 

ウォーターＰＰＰ 
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最終案で記載 


